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梨地加工方法

ブラスト
材料について





母材研磨
→梨地加工
→めっき加工
→(仕上げ研磨)
→完成検査

母材研磨
→めっき加工
→めっき面研磨
→(仕上げ研磨)
→完成検査

【形 状】
後打ちと比べ大きな
凹凸表層：めっき面

ＨＫＲ１２０－４
（例） （例）

ＫＲＨ１２０－４

【形 状】
前打ちと比べ緻密な
凹凸表層：梨地加工面

各種タイプの特徴各種タイプの特徴



Ｈ１２０ＫＲＨ１２０－４

母材研磨
→梨地加工
→めっき加工
→梨地加工
→完成検査

【形 状】
KRH120-4より粗い
表層：梨地加工面

（例） （例）

母材研磨
→めっき加工
→めっき面研磨
→梨地加工
→めっき加工
→(仕上げ研磨)
→完成検査

【形 状】
HKR120-4より細かい
表層：めっき面

ＫＲＨ１２０ＡＰ－４

各種タイプの特徴各種タイプの特徴



同じ番手を打つ場合でも
粗度の違いあり

表面光沢の違い
（マットの場合）

ＨＫＲ１２０－４ ＫＲＨ１２０－４
前打タイプ 後打タイプ

各種類の表面加工が可能各種類の表面加工が可能

→めっき
フィニッシュ

→ブラスト
フィニッシュ



ミラー仕様での違い
粗度は同等、表面ポケットの形状に違いあり

前打ちミラー 後打ちミラー

拡大写真 倍率500倍

チャート：ＨＫＲ１２０－２．５

拡大写真 倍率500倍

チャート：ＫＲＨ１２０－２．５

各種類の表面加工が可能各種類の表面加工が可能



「〇〇〇ー4」全般
前打ち・後打ち・ダブルマットあり
基 本：「ブラスト材・粒子径・ブラスト条件」で管理

「光沢度・粗さ指定」他が必要な場合、応相談

加工種類
前打ち
後打ち

ダブルマット

規 格
HKR120ー4
KRH120ー4
HKRH120ー4

Ｒｚ
7～10μｍ
5～6μｍ
7～10μｍ

規 格 仕上りイメージ
KRH120－4

マット「4」



ブラスト材などの違いにより、
粗さや形状が異なっている場合でも「光沢度」は同じ
粗 さ：「出来なり」

マットベースから磨き込んでいくため、
マット時の粗さでおおよそが決まる

セミマット「3」
セミミラー「2」
ミラー 「1」

規 格 仕上りイメージ
KRH120－3

KRH120－2

KRH120－1

「〇〇〇3～1」
当社規格光沢度
で管理


